
阿南市は、平成３０年１月１３日（土）に、阿南市長生町の本庄地区連絡会に、長生隣保館に

て出前講座を行いました。 

過去に起こった洪水による阿南市の被害状況と、最近起こった他県の水害（２０１５年・茨城

県鬼怒川水害及び２００９年・兵庫県作用市豪雨災害）について説明しました。 

阿南市では、引き続き那賀川・桑野川における減災教育・訓練に関する取組を推進するととも

に、平常時から洪水に備える「水防災意識社会」の再構築を行っていきます。 

那賀川・桑野川大規模氾濫に関する減災対策協議会 
平成 30 年 1 月 取組状況 

■取組 

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組 

（１）平時から住民等へ避難行動のための周知・教育・訓練に関する事項 

⑦地域の寄り合い、各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会再構築ビジョンに関する 

教育・訓練を実施                               【阿南市】 
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平成２９年度取組事例【小松島市】
広報誌、webを利用した水災害広報の充実

■ 取組
効果的な水防災意識社会再構築に役立つ広報や資料を作成

市の広報誌やwebを活用し、

水害に関する情報の充実化
を図った

広報こまつしま 平成29年4月号 抜粋

小松島市ホームページ より



平成３０年度取組予定【小松島市】
要配慮者利用施設等の避難確保計画の作成・支援

■ 取組
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援および訓練の促進

水防法の一部改正により、市町村地域防災計画に名称及び所在地の定め
られた、浸水想定区域内の要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療
施設その他の主として防災上の配慮を要する者が利用する施設）の所有
者または管理者に対し、避難確保計画の作成及び避難訓練の実施が義務
づけられたので、避難確保計画作成及び避難訓練の実施を指導する。

小松島市地域防災計画（平成30年2月修正） 抜粋

那賀川浸水想定区域内における要配慮者
利用施設数 34施設

（平成30年2月修正の小松島市地域防災計
画から記載）



平成３０年度取組予定【小松島市】
Web版洪水ハザードマップの作成・周知

■ 取組
洪水ハザードマップの作成・周知

現在、小松島市のホームページ上で公開している災害に備える高さマップ
について見直しを行い、想定最大規模降雨による洪水浸水想定、土砂災害
警戒区域等を追加したハザードマップを作成することで、被害が想定される
区域および避難に関する情報を住民に提供し人的被害の防止を図る。

小松島市ホームページより 災害に備える高さマップ



平成２９年度取組事例【那賀町】
防災行政無線施設(同報系)デジタル化整備工事〈H28･29･29繰〉

■ 取組
防災行政無線、登録メール、web、災害時情報共有システム、ケーブルテレビ自主放送チャンネル等の活用
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平成３０年度取組予定【那賀町】
防災行政無線施設(同報系)デジタル化整備工事〈H28･29･29繰〉

■ 取組
防災行政無線、登録メール、web、災害時情報共有システム、ケーブルテレビ自主放送チャンネル等の活用
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避難訓練の支援
避難確保計画作成済みの要配慮者利用施設をモデ
ル施設に、避難訓練の実施を支援し、計画の実効性
を検証し、必要に応じて避難確保計画の見直しを支
援する。

モデル施設
吉野川市内の「ケアハウス 健祥会プロバンス」
をモデル施設として選定。
当該施設は、吉野川及び飯尾川の浸水想定区域内
に位置し、平成16・26年の台風において付近まで
浸水している。また、デイサービスセンターを併設
しており、グループホームが隣接している。

避難訓練の手引き
避難訓練の支援で得られた成果を踏まえ、避難訓
練の手引きを作成し、公開することにより、避難確
保計画の実効性の確保を支援する。

避難確保計画作成推進事業【実施中】
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「徳島県水防の日」における「体験型水防学習」の取組実施状況

排水ポンプ車の見学
浸水が発生した際に機動的に出動し、浸水箇所の水
の排除を行う排水ポンプ車の稼働実演。

水防に関する実技の体験
徳島県防災エキスパートの方々から水防工法の基本となる
「ロープワーク」等の実技を習得。

川や治水・水防等に関する講座
本県の河川の特徴，洪水被害の状況や過去の浸水被害を伝
える史跡の紹介等を行うとともに，水害から自分の命を守る
ためにすべきことなどに関する講義。

H30年度以降は，初年度の内容などを踏まえて，小学生4～6年生
を対象にした出前講座を実施予定。（原則として東部，南部，西部
圏域で各１校以上）内容についても，水防における４K動画を追加
するなど幅広く，防災・水防の意識向上を図っていく。

平成29年4月1日に施行された「徳島県治水及び利水等流域におけ
る水管理条例」における「水教育」の一環として，「徳島県水防の
日」である6月5日と翌6日に，次世代を担う子供逹を対象に，水防
や治水等に関する体験，学習を通じて意識を深め，水防・防災への
意識を高めてもらうため，「徳島県水防の日」学習会を実施。徳島
市内２小学校の児童65名が参加。
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那賀川・桑野川大規模氾濫に関する減災対策協議会協議会
平成29年7月 取組状況

■ 取組
２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
④自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水防訓練の実施 【四国地整】

水防工法の普及及び水防指導者育成・水防技術を後世へ伝承していくことを目的として、
「水防災・減災ハンドブック」を作成しました。ハンドブックには主に水防工法の施工方法と施工
に必要なロープワーク、土のう作りその他準備工について記載しています｡

内容（一部）
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那賀川・桑野川大規模氾濫に関する減災対策協議会協議会
平成29年12月 取組状況

■ 取組
１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（２）情報伝達、避難計画等に関する事項
①想定最大規模降雨による洪水を対象とした避難勧告に着目したタイムラインの作成及び改定

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
（２）要配慮者利用施設や大規模工場の自衛水防の推進に関する事項
②要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援及び訓練の促進 【阿南市、四国地整】

阿南市、那賀川河川事務所は、平成２９年１２月９日（土）に養護（盲人）老人
ホーム羽ノ浦荘・特別養護老人ホームコスモスの里において想定最大規模洪水
を想定した避難訓練を四国で初めて実施しました。

今年の水防法一部改正により要配慮者利用施設において避難確保計画の作
成及び訓練の実施が義務化されており、「那賀川・桑野川大規模氾濫に関する
減災対策協議会」では要配慮者利用施設と連携し、情報伝達や避難訓練の計画
検討及び避難確保計画の作成に向けた支援を進めています。
訓練には地元自主防災会、施設職員、その他関係者計約５０名が参加しました。
地元の自主防災会の協力で避難訓練は施設から小学校の2階まで、ストレッ
チャー及び車いす及び視覚障害者の訓練を実施。得られた避難に要する時間や
避難の課題を整理し、広域避難計画及びタイムライン作成を進めていきます。

ストレッチャーによる避難 視覚障害者の避難

浸水想定区域図（想定最大規模）

阿南市羽ノ浦町明見

車いすの避難（階段）

みょうけん
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平成３０年度取組予定【四国地整】
防災教育

■取組 防災に関する内容が強化された新学習指導要領に基づく授業の実施及び実施に向けた支援

大野小学校と学習内容に
ついて協議中

６月頃担当教諭と協議

大野小学校にて防災教育
授業を実施（45分×４コマ）

９月頃実施

アンケート等により現場の
要望を確認 教材に反映
各機関で情報を共有

平成３１年度防災学習にて
対象校で授業実施

各市町にてモデル校を選出

平成３２年度より徳島県
全体での防災教育の実施

災害のテーマについては過去に
地域で発生した自然災害を想定
し、教材のローカライズを行って
いく

※各市町においては対象校
の選定の支援
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平成３０年度取組予定【四国地整】
長安口ダム改造事業

洪水時に長安口ダムの容量を有効に使うため、洪水吐ゲートを２門増
設しています。このゲートによって洪水前にダム湖に貯まった水を放流し、
洪水を待ち構える貯水位を下げることで、洪水時に使うことのできる洪水
調節容量を増加させ、洪水調節能力を増強します。ダム本体の改造工事
は早期完成に向け、工事を進めています。

新ゲート１門（川側）設置完了
（平成２９年１２月）

■完成イメージ

平成30年3月末時点 平成30年3月末時点

■取組 長安口ダム改造の実施
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